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抄録 

  水素燃料電池の電極部分に使用する金網をめっきした。その金網を用いてタッパー型水

素燃料電池を作り、使用金属による効率の違いを調べた。その結果、イオン化傾向が大き

い金属はめっきされにくく、燃料電池の効率においては、元の状態と差はほとんどなかっ

た。 

１．研究の背景と目的 

  水素燃料電池には、水のみを排出することからエコな新エネルギーとして注目が集まっ

ている。そこで、安価で扱いやすい金属を電極部分に使用し、効率を上げることができれば

社会の貢献につながると思い実験をはじめた。 

２．方法 

 実験１では、硫酸ニッケル、塩酸を含む水溶液であるめっき液を作成する。めっき液に金

網を浸して電気を流し、めっきにおける最適な物質量を調べる。（図１） 

 実験２では、ニッケルに加え、それぞれクロム、マンガン、鉄、コバルト、銅、亜鉛をめ

っきした金網も使用して、水素燃料電池の内部を模式的に再現したタッパー型水素燃料電

池を作成し、使用金属による発電効率の違いを調べる。（図２） 
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３．結果 

  実験１において、金属を最も多く使用した場合に最もむらが少なくめっきができた。（図

３） 

 実験２においては、マンガン、コバルト、ニッケル、銅、亜鉛のめっきができ、燃料電池

にしてみたところ、何もしていない金網の発電量と変化がなかった。 

４．考察 

  金網に金属イオンが供給されるほどめっきが起こりやすく、またイオン化傾向が大きい

ほど、めっきがされにくい。また、濃度が小さい範囲では、物質量の大小はめっきのしやす

さに比例する。対照実験と変化が少なかったため、効率を上げるセルはできなかったと考え

られる。 

５．結論 

  使用金属の範囲内では、水素燃料電池の効率に発電時間、および発電量に大きな違いは見

られず、安価な金属を用いて水素燃料電池の効率を上げることは難しいと分かった。 
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